
今
年
も
ま
も
な
く
文
化
財
保
護
強
調
月
間

を
迎
え
ま
す
。
教
育
委
員
会
で
は
「
歴
史
と

文
化
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
１０
月
１

日
か
ら
１１
月
３
日
ま
で
の
約
１
か
月
間
、
さ

ま
ざ
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
地
域
の
歴
史
の

な
か
で
育
ま
れ
て
き
た
民
俗
芸
能
や
伝
統
的

な
「
技
」
の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

引
き
続
い
て
、
１１
月
１２
日
か
ら
１２
月
７
日

ま
で
、
中
川
船
番
所
資
料
館
に
お
い
て
、
江

戸
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
・
特
別
企
画
展

「
江
東
地
域
の
４
０
０
年
‐
小
名
木
川
と
そ
の

周
辺
‐
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
は
徳

川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
江
戸

に
幕
府
を
開
い
た
慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）

よ
り
満
４
０
０
年
の
節
目
に
当
た
り
ま
す
。

江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
、
江

戸
・
東
京
に
直
結
す
る
大
動
脈
だ
っ
た
小
名

木
川
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
を
探
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
江
東
区
の
歴
史
と
文

化
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
公
開
講
演
会

「
文
化
遺
産
の
現
状
と
保
存
」

○
旧
大
石
家
住
宅
特
別
公
開

「
大
石
家
の
の
り
用
具
」

○
民
俗
芸
能
大
会
（
江
東
区
民
ま
つ
り
）

○
伝
統
工
芸
展

○
歴
史
さ
ん
ぽ

「
大
川
を
渡
る
」

□
江
戸
開
府
４
０
０
年
記
念
事
業
・
特
別
企
画
展

「
江
東
地
域
の
４
０
０
年
」
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’03 江東区文化財保護強調月間 
歴史と文化を考えよう 

 

■’03江東区文化財保護強調月間

○公開講演会　大石家住宅特別公開
○民俗芸能大会　時雨忌講演会
○伝統工芸展　歴史さんぽ

□江戸開府400年記念事業・特別企画展
○「江東地域の400年

－小名木川とその周辺－」

◎「中川番所とその背景（下）」
中川船番所資料館開館記念講演録

○江東外見発見伝
★永代橋崩落事故犠牲者供養塔

○ココにも歴史があった
★ちゃぶ台



文
化
財
に
関
す
る
お
話
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
日
本
の
事
例
を
通
し
て
、
文
化
財
保
存

の
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

演
題
　
「
文
化
遺
産
の
現
状
と
保
存
」

講
師
　
江
東
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
　

段
木
　
一
行

日
時
　
１０
月
１
日
（
水
）

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

会
場
　
教
育
セ
ン
タ
ー
１
階
　
大
研
修
室

定
員
　
７０
人

申
込
　
電
話
（
先
着
順
）

強
調
月
間
協
賛
事
業

時
雨
忌
講
演
会

１０
月
１２
日
は
松
尾
芭
蕉
の
命
日
で
す
。

芭
蕉
記
念
館
で
は
、
こ
の
日
に
ち
な
ん

で
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
１０
月
１２
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

演
題
「
実
践
と
し
て
の
不
易
流
行
論
」

講
師
　
東
洋
大
学
教
授
　
谷
地
　
快
一

定
員
　
８０
人
（
先
着
順
）

申
込
　
電
話
ま
た
は
記
念
館
に
て

1
３
６
３
１
‐
１
４
４
８

江
東
区
で
江
戸

時
代
に
生
れ
、
受

け
継
が
れ
て
き
た

民
俗
芸
能
を
一
挙

公
開
い
た
し
ま
す
。

テ
ン
ポ
の
良
い

葛
西
囃
子
に
合
わ

せ
、
竹
竿
１
本
で

バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
水
に
浮
か
べ
た
角
材
の

上
で
数
々
の
妙
技
を
披
露
す
る
「
木
場
の
角

乗
」。
米
俵
を
ひ
ょ
い
と
片
手
で
担
ぎ
上
げ
る

「
深
川
の
力
持
」。
名
調
子
で
の
解
説
も
楽
し

く
、
驚
き
の
連
続
で
す
。

民
俗
芸
能
は
仕
事
や
日
々
の
生
活
の
な
か

か
ら
生
れ
て
き
た
も
の
で
、
木
場
の
川
並

（
筏
師
）
が
余
技
と
し
て
始
め
た
角
乗
や
労

働
歌
の
木
遣
、
佐
賀
町
の
倉
庫
街
で
働
く
人

が
始
め
た
力
持
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
で

も
富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
を
彩
っ
て
き
た
手
古

舞
、
さ
ら
に
は
農
村
地
帯
の
砂
村
で
生
れ
た

砂
村
囃
子
な
ど
、
い
ず
れ
も
地
域
に
根
ざ
し

た
芸
能
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

角
乗
に
関
し
て
は
年
１
回
の
公
開
で
す
の
で

お
見
逃
し
の
な
い
よ
う
に
。

演
目
次
第
（
予
定
）

【
午
前
１１
時
〜
１２
時
３０
分
】

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
木
場
の
角
乗
」

木
場
角
乗
保
存
会

【
午
後
１
時
〜
３
時
４５
分
】

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
木
場
の
木
遣
」

木
場
木
遣
保
存
会

江
東
区
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
砂
村
囃
子
」

砂
村
囃
子
睦
会

江
東
区
登
録
無
形
民
俗
文
化
財

「
富
岡
八
幡
の
手
古
舞
」

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

東
京
都
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
深
川
の
力
持
」

深
川
力
持
睦
会

会
　
場
　
都
立
木
場
公
園

ミ
ニ
展
示
「
大
石
家
の
の
り
用
具
」

旧
大
石
家
住
宅
は
、
１
５
０
年
以
上
前
に

建
て
ら
れ
た
区
内
最
古
の
民
家
で
す
。
ふ
だ

ん
の
公
開
日
は
土
・
日
曜
と
祝
日
で
す
が
、

文
化
財
保
護
強
調
月
間
の
期
間
中
に
限
り
、

特
別
に
平
日
も
公
開
い
た
し
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
今
回
は
大
石
家
の
屋
根
裏
に
残
さ
れ
た

「
の
り
用
具
」
の
ミ
ニ
展
示
を
行
い
ま
す
。
庭

に
は
ベ
ー
ゴ
マ
、
座
敷
に
は
め
ん
こ
・
お
は

じ
き
な
ど
昔
な
つ
か
し
い
お
も
ち
ゃ
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

場
所
　
旧
大
石
家
住
宅
（
南
砂
５
―
２４
地
先

仙
台
堀
川
公
園
内
ふ
れ
あ
い
の
森
）

時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

2

砂村囃子

木材の集散地・木場を抱えた江東区ならでは

縁側で遊ぶ子どもたち



3

１０
月
２９
日
〜
１０
月
３１
日
　
９
時
半
〜
１５
時
半

１１
月
１
日
〜
１１
月
３
日
　
１０
時
　
〜
１５
時
半

期
間
中
、
会
場
で
は
職
人
さ
ん
の
仕
事
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
、

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
職
人
さ
ん
の
仕
事
ぶ

り
に
接
し
な
が
ら
、
お
話
し
を
楽
し
ん
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
下
記
の
日
程
表
を
ご

参
照
の
う
え
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

１１
月
１
日
〜
３
日
　
１０
時
〜
１５
時
半

職
人
さ
ん
の
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
モ
ノ
を
作
る
こ
と
の
難
し
さ
と
、

出
来
た
と
き
の
喜
び
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
】

当
日
、
会
場
２
階
受
付
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
先
着
順
）。
な
お
、
事
前
申
し

込
み
の
体
験
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記

の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
教
材
費

が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
間
中
、
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
の
１
階
ロ

ビ
ー
で
は
、
江
東
区
伝
統
工
芸
保
存
会
に
よ

る
工
芸
品
の
即
売
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
販

売
し
て
い
る
方
た
ち
も
職
人
さ
ん
で
す
の
で
、

気
軽
に
お
話
し
を
し
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
大
川
を
渡
る

―
日
本
橋
浜
町
か
ら
深
川
森
下
へ
―
」

今
回
は
、
大
川
（
隅
田
川
）
を
は
さ
ん
だ

日
本
橋
浜
町
か
ら
深
川
森
下
周
辺
を
散
策
し
、

大
川
端
の
歴
史
を
探
り
ま
す
。
浜
町
公
園

（
元
熊
本
藩
細
川
家
下
屋
敷
）
・
清
正
公
寺
・

浜
町
堀
・
新
大
橋
・
旧
新
大
橋
跡
・
深
川
神

明
宮
な
ど
を
見
て
歩
き
、
大
川
両
岸
の
移
り

変
わ
り
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
１１
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時
半

集
合
　
都
営
新
宿
線
浜
町
駅
改
札

（
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
解
散
）

講
師
　
深
川
江
戸
資
料
館
　
　
久
染
　
健
夫

定
員
　
３０
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費
　
保
険
料
３０
円

申
込
　
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
　

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
文

化
財
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切

１０
月
２２
日
（
水
）
必
着

手描き友禅（和田宣明）

　 　  

１０／２９（水） 

１０／３０（木） 
 

１０／３１（金） 
 

 

　 　  

 

 

１１／１（土） 
 

 

 

 

 

１１／２（日） 
 

 

 

 

 

１１／３（月・祝） 

 

 

９時半～１１時半 

刀剣研磨　　 臼木　良彦 

木工（彫刻）　 岸本　忠雄 

 

足袋製作　　箕輪 庄太郎 
 

 

１０時～１２時 

江戸切子　　 小林　英夫 
費２００円・定員９名 
※３人ごと４０分交代 

象牙細工　　 前田　賢次 

仕舞袴製作　 杉浦　武雄 
※帯の実演 

更紗染　　 更浜（美弥好） 
費２０００円・定員７名 

 

江戸切子　　 須田　富雄 

木工（彫刻）　渡辺 美壽雄 
　 

簾製作　　　 豊田　　勇 
 

べっ甲細工　 磯貝　　實 
費１０００円・定員１５名 

紋章上絵　　 石合　信也 

１３時半～１５時半 

表　具　　　 岩崎　清二 

仕舞袴製作　 杉浦　武雄 
※帯の実演 

庖丁製作　　 吉實庖丁店 
刺繍（紋章）　 天野　一政 

 

１３時半～１５時半 

提燈製作　　 杉田　礼二 
費５００円・定員１０名 

 

木工（襖榾・椽）  鈴木 延坦 

建具（組子細工） 木全章二 
費５００～１０００円・定員１０名 

○ 手描き友禅　  和田　宣明 
費３０００円・定員６名 
※２人ごと４０分交代 

木工（桶）　　川又　栄一 

木工（彫刻）　 岸本　忠雄 
費５００～２０００円・定員１０名 

木工（指物）　 山田　一彦 
費２０００円・定員１０名 

相撲呼び出し裁着袴製作 
　　　　　　 富永　　皓 

刀剣研磨　　 臼木　良彦 

伝統工芸展実演公開・職人教室　日程表 

日 時 

日 時 

　　は職人教室（技の体験）です。教材費がかかります。 
なお、○印の体験は、事前申し込みが必要です。 
電話にて、文化財係０３（３６４７）９８１９まで、お申し込みください。 
定員を超える場合は抽選となります。しめ切りは１０月２３日（木）です。 

区
無
形
文
化
財
（
工
芸
技
術
）
保
持
者
に
認
定
さ
れ
た
職
人
さ
ん
た
ち
の
作
品
を
一
堂
に
展
示

し
ま
す
。

伝
統
的
な
技
術
に
よ
っ
て
、
一
つ
ひ
と
つ
手
仕
事
で
作
ら
れ
た
工
芸
品
を
目
に
す
る
こ
と
の
で

き
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。
今
回
で
２２
回
目
を
迎
え
る
本
展
で
、
多
く
の
作
品
や
技
の
実
演
を

通
し
て
江
東
区
の
伝
統
文
化
を
実
感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
　
場
　
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
（
森
下
３
―
１２
―
１７
）

時
　
間
　
９
時
〜
１７
時
（
最
終
日
は
１６
時
ま
で
）



江
東
区
を
東
西
に
流
れ
る
小
名
木
川
は
、

江
戸
の
町
の
造
成
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
水

運
網
の
整
備
の
一
環
と
し
て
開
削
さ
れ
、
以

後
、
江
戸
と
関
東
を
つ
な
ぐ
大
動
脈
と
し
て

活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
江
東
地
域
の
発
展
も

ま
た
小
名
木
川
を
軸
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た

と
言
え
ま
す
。
今
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

中
川
船
番
所
資
料
館
初
の
企
画
展
は
こ
の
小

名
木
川
を
軸
に
、
江
戸
・
東
京
の
消
費
生
活

を
担
っ
た
水
運
と
そ
れ
を
支
え
た
江
東
地
域

の
姿
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
合
わ
せ
て
小
名

木
川
周
辺
の
現
代
ま
で
の
歴
史
的
展
開
に
も

目
を
留
め
、
江
東
区
の
４
０
０
年
を
見
つ
め

直
し
ま
す
。

こ
こ
で
各
コ
ー
ナ
ー
の
詳
細
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
３
階
の
企
画
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

江
戸
時
代
の
小
名
木
川
が
テ
ー
マ
で
す
。
江

東
地
域
の
成
立
、
小
名
木
川
に
よ
っ
て
育
ま

れ
た
地
域
の
歴
史
と
変
遷
、
さ
ま
ざ
ま
な
物

資
の
流
れ
と
川
船
、
水
辺
に
開
花
し
た
文
化

と
い
う
４
つ
の
主
題
の
も
と
に
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

中
世
の
江
東
地
域
は
隅
田
川
や
中
川
の
河

口
に
位
置
し
、
亀
戸
あ
た
り
が
海
岸
線
に
あ

た
り
ま
す
。
中
世
の
地
域
構
造
を
概
観
す
る

と
と
も
に
、
中
世
に
は
内
湾
交
通
と
河
川
交

通
を
結
ぶ
湊
で
あ
っ
た
亀
戸
を
と
り
あ
げ
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
江
東

地
域
の
姿
を
考
証
し
て
い
き
ま
す
。

海
岸
線
を
埋
め
残
す
形
で
造
ら
れ
た
小
名

木
川
と
そ
の
南
岸
の
埋
め
立
て
の
変
遷
を
絵

図
に
よ
っ
て
追
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
絵

画
資
料
か
ら
よ
り
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
小
名
木

川
の
姿
に
迫
り
ま
す
。
沿
岸
の
町
・
村
の
概

要
や
現
存
す
る
文
化
財
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ

て
江
戸
近
郊
の
行
楽
地
と
し
て
賑
わ
う
様
子

を
錦
絵
な
ど
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

江
戸
時
代
中
期
以
降
に
は
商
品
流
通
が
活

発
と
な
り
、
関
東
各
地
か
ら
江
戸
へ
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
商
品
荷
物
が
送
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
小
名
木
川
を
通
り
江
戸
へ
運
ば

れ
た
関
東
周
辺
地
域
の
産
物
か
ら
、
銚
子
の

干ほ
し

鰯か

、
野
田
の
醤
し
ょ
う
油ゆ

、
葛
西
の
灰
、
あ
る
い

は
毎
日
の
食
膳
を
彩
っ
た
近
郊
野
菜
を
と
り

あ
げ
、
荷
物
の
流
れ
を
江
東
地
域
の
問
屋
機

能
を
交
え
て
解
説
し
ま
す
。
加
え
て
運
搬
に

活
躍
し
た
川
船
に
つ
い
て
も
、
そ
の
種
類
と

形
、
河
川
の
航
行
に
関
す
る
取
締
り
に
つ
い

て
見
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
幕
府
の
流
通
政
策
の
一
端
を

担
っ
た
中
川
番
所
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、

中
川
番
所
鑑
札
（
複
製
・
江
戸
川
区
教
育
委

員
会
原
蔵
）
を
展
示
し
ま
す
。

4

歌川広重「五百羅漢さゞゐ堂」（『名所江戸百景』）

慶
長
８
年
（
１
６
０
３
）
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
今
年
で
４
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
江
戸
・
東
京
は
こ
の
４

０
０
年
の
間
に
ど
の
よ
う
な
足
跡
を
残
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
江
戸
の
後
背
地
と
し
て
機
能
し
て
き
た
江
東
区
域
に
も
同
じ
く

４
０
０
年
と
い
う
歴
史
が
積
み
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
足
跡
を
た
ど
る
企
画
展
示
「
江
東
地
域
の
４
０
０
年
―
小
名
木
川
と
そ

の
周
辺
―
」
を
中
川
船
番
所
資
料
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

土
ど すい

（香取神社所蔵）

中川番所鑑札（複製）



河
川
は
ま
た
情
報
・
文
化
の
流
通
ル
ー
ト

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。
中
川
番

所
を
通
っ
て
成
田
山
参
詣
や
常
総
方
面
の
周

遊
へ
と
向
か
う
人
々
の
紀
行
文
か
ら
、
当
時

の
小
旅
行
を
た
ど
り
ま
す
。
ま
た
魚
釣
り
や

船
遊
び
な
ど
、
四
方
を
水
に
囲
ま
れ
た
江
東

地
域
な
ら
で
は
の
楽
し
み
を
紹
介
し
、
こ
の

地
に
花
開

い
た
独
自

の
文
化
に

つ
い
て
考

え
ま
す
。

１
階
の

エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー

ル
・
資
料

閲
覧
学
習

室
で
は
、

近
代
か
ら

現
代
へ
か

け
て
移
り

変
わ
っ
て

い
く
小
名

木
川
沿
岸

の
姿
を
見

て
い
き
ま

す
。

明
治
に
入
る
と
近
代
工
業
の
発
展
に
と
も

な
い
川
沿
い
に
は
大
工
場
が
建
ち
並
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
す
。
小
名
木
川
沿
岸
で
生
ま
れ
た

近
代
工
業
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
沿
岸
の

工
場
の
分
布
と
そ
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
ま
た
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
に

水
陸
連
絡

貨
物
専
用

駅
と
し
て

開
業
し
た

小
名
木
川

駅
の
雄
姿

を
写
真
を

中
心
に
展

示
し
ま
す
。

産
業
の
発
展
と
都
市
化
、
あ
る
い
は
幾
多

の
災
害
に
よ
り
江
東
区
の
景
観
は
大
き
く
変

貌
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
関
東

大
震
災
、
高
度
成
長
期
な
ど
大
き
な
契
機
の

前
後
を
中
心
と
し
た
古
写
真
と
現
況
写
真
の

対
比
で
見
て
い
き
ま
す
。

こ
の
機

会
に
水
彩

都
市
・
江

東
の
歴
史

と
未
来
を

見
つ
め
、

そ
の
魅
力

を
再
発
見

し
て
み
ま

せ
ん
か
。

会
　
場
　

（
江
東
区
大
島
９
―
１
―
１５
）

会
　
期
　
１１
月
１２
日
（
水
）〜
１２
月
７
日
（
日
）

１１
／
１７
（
月
）
・
１１
／
２５
（
火
）

・
１２
／
１
（
月
）
は
休
館

時
　
間
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

入
場
料
　
大
人
２
０
０
円

小
・
中
学
生
５０
円

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

講
演
会
　
１１
月
３０
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

会
　
場
　
東
大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

（
江
東
区
大
島
８
―
３３
―
９
）

演
　
題

「
小
名
木
川
を
め
ぐ
る

流
通
と
商
人
た
ち
」

講
　
師
　
日
本
福
祉
大
学
専
任
講
師

曲
田
ま
が
り
だ

浩
和
先
生

定
　
員
　
２
５
０
名
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
中
川
船
番
所

資
料
館
（
〒
１
３
６
―
０
０
７
２

江
東
区
大
島
９
―
１
―
１５
）
ま
で

締
切
り
　
１１
月
２０
日
（
木
）（
消
印
有
効
）

費
　
用
　
無
　
料

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

史
跡
め
ぐ
り
①
「
江
戸
湊
を
歩
く
」

日
　
時
　
１１
月
２２
日
（
土
）

コ
ー
ス
　
中
川
船
番
所
資
料
館
集
合
、
企
画

展
見
学
の
後
バ
ス
に
て
人
形
町
へ

移
動
、
徒
歩
に
て
小
網
町
・
新
川
・

鉄
砲
洲
界
隈
を
散
策
、
解
散
は
八

丁
堀
駅

講
　
師
　
久
染
　
健
夫
（
深
川
江
戸
資
料
館
）

史
跡
め
ぐ
り
②
「
小
名
木
川
沿
岸
を
歩
く
」

日
　
時
　
１２
月
６
日
（
土
）

コ
ー
ス
　
テ
ィ
ア
ラ
こ
う
と
う
前
か
ら
釜
屋

跡
・
五
百
羅
漢
跡
・
大
島
稲
荷
・

宝
塔
寺
な
ど
小
名
木
川
沿
岸
の
史

跡
と
文
化
財
を
見
て
中
川
船
番
所

資
料
館
企
画
展
を
見
学
後
解
散
。

講
　
師
　
江
東
区
文
化
財
専
門
員

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

史
跡
め
ぐ
り
の
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
後

日
区
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

1
３
６
４
７
―
９
８
１
９

江
東
区
中
川
船
番
所
資
料
館

1
３
６
３
６
―
９
０
９
１

5

「行徳」（部分）（渡辺崋山『四州真景図』〈複製〉）

浅野セメント工場（明治8年～昭和14年）

原料糖の荷揚げ

川
が
育
む
う
る
お
い
の
文
化

小
名
木
川
と
近
代
産
業

（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
）

景
観
の
変
貌（

資
料
閲
覧
学
習
室
）



中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
番
所
の
前
に
船

を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
し
て
、
そ
の
船
に
積
ん

で
あ
る
の
は
酒
樽
で
す
。
あ
の
よ
う
な
荷
物

が
番
所
の
監
視
の
中
心
で
す
。
江
戸
と
い
う

町
は
ご
存
知
の
よ
う
に
、
徳
川
家
康
が
江
戸

に
入
っ
て
日
本
の
政
治
の
中
心
と
し
て
栄
え

て
き
た
の
で
す
が
、
全
国
か
ら
大
名
達
が
参

勤
交
代
で
否
応
な
し
に
来
る
、
妻
子
を
江
戸

に
住
ま
わ
せ
る
、
当
然
奥
方
と
子
供
だ
け
が

江
戸
に
住
ん
で
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
家
臣
団
も
必
要
に
な
り
ま
す
し
、
多

く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
来
る
と
同
時
に
、
そ

れ
を
目
指
し
て
商
売
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。

江
戸
の
人
口
が
急
速
に
増
え
、
あ
の
時
期
で

は
百
万
人
を
超
え
て
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
首

都
ロ
ン
ド
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
パ
リ
を
超

え
て
世
界
一
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

の
人
口
が
江
戸
に
住
む
と
な
る
と
、
こ
の
人

た
ち
が
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
着
た
り
、
消
費

す
る
物
資
の
量
は
膨
大
で
す
。
こ
れ
を
ど
う

し
て
集
め
た
の
で
し
ょ
う
。
当
然
、
江
戸
の

周
り
だ
け
で
は
出
来
ま
せ
ん
。
江
戸
に
物
資

を
運
ん
で
こ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ど
う

や
っ
て
持
っ
て
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

当
時
の
物
の
輸
送
機
関
は
五
街
道
に
宿
場

と
い
う
も
の
を
設
け
て
、
そ
こ
に
揃
え
て
お

い
た
馬
と
人
足
に
ん
そ
く

で
す
。
馬
に
積
み
、
人
が
担か
つ

ぐ
、
こ
う
し
て
運
ん
で
い
く
の
が
東
海
道
・

中
山
道
な
ど
の
街
道
で
す
。
馬
と
人
の
輸
送

能
力
で
ど
の
く
ら
い
の
荷
物
が
運
べ
る
の
か
。

普
通
の
馬
が
積
め
た
の
は
米
俵
で
２
俵
。
田

舎
で
は
、
だ
い
た
い
成
人
前
後
に
米
俵
１
俵

が
担
げ
な
い
と
若
者
の
中
に
入
れ
て
く
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
ふ
た
つ
で
大
量
の
米
俵
を
ど

う
運
ぶ
か
？
例
え
ば
、
佐
倉
藩
は
１１
万
石
で

す
が
、
仮
に
１０
万
石
と
し
て
年
貢
率
を
四
公

六
民
と
考
え
る
と
、
年
貢
は
４
万
石
。
４
斗

１
俵
と
計
算
す
る
と
１０
万
俵
。
大
部
分
は
江

戸
に
運
ん
で
お
金
に
換
え
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
馬
で
運
ぶ
と
し
た
ら
単
純
に
考

え
て
５
万
匹
の
馬
が
要
る
。
人
間
が
運
ぶ
な

ら
１０
万
人
で
す
。
２０
代
の
男
性
だ
け
を
１０
万

人
揃
え
る
こ
と
は
絶
対
不
可
能
。
佐
倉
藩
な

ら
江
戸
が
近
い
か
ら
ま
だ
い
い
。
仙
台
と
か

盛
岡
、
ど
う
や
っ
て
年
貢
を
運
ぶ
の
か
。
運

べ
な
い
の
で
す
。
運
べ
な
く
な
る
と
ど
う
な

る
か
、
藩
が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
こ
の
時
代

に
こ
れ
を
運
べ
る
も
の
は
た
だ
ひ
と
つ
船
だ

け
で
す
。
海
の
船
の
代
表
的
な
も
の
を

千
石
船

せ
ん
ご
く
ぶ
ね

と
い
い
ま
す
。
こ
の
船
が
荷
物
を
ど

の
く
ら
い
積
め
る
か
と
い
う
と
、
文
字
通
り

千
石
、
２
５
０
０
俵
。
１
艘
で
２
５
０
０
俵

運
べ
る
の
で
す
。
川
の
船
は
小
さ
い
で
す
が
、

関
東
利
根
川
水
系
の
高
瀬
船
は
大
き
な
船
で

す
。
長
さ
は
こ
の
会
場
よ
り
ま
だ
長
い
。
も

ち
ろ
ん
高
瀬
船
に
も
大
小
が
あ
り
ま
す
が
、

最
も
大
き
い
も
の
で
ど
の
く
ら
い
の
米
が
積

め
る
か
と
い
う
と
、
約
１
０
０
０
俵
。
馬
や

人
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
の
で
す
。
船

を
使
わ
な
か
っ
た
ら
世
界
一
の
人
口
を
持
つ

江
戸
を
支
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
の

た
め
江
戸
の
人
々
が
消
費
す
る
も
の
は
全
部

と
言
っ
て
い
い
く
ら
い
船
で
入
っ
て
く
る
。

海
の
方
は
東
京
湾
。
川
の
方
は
利
根
川
、
分

流
し
て
江
戸
川
、
中
川
、
大
川
と
い
わ
れ
る

隅
田
川
。
こ
の
３
つ
の
川
を
結
ん
で
い
る
新

川
―
小
名
木
川
を
通
っ
て
入
っ
て
く
る
。
北

関
東
か
ら
江
戸
に
入
っ
て
く
る
船
は
利
根
川

を
さ
か
上
っ
て
、
江
戸
川
を
下
り
、
江
戸
に

着
く
。
利
根
川
の
上
流
で
は
、
現
在
の
高
崎

の
近
く
ま
で
大
き
な
船
が
そ
の
ま
ま
行
き
ま

す
。
こ
こ
か
ら
入
っ
て
く
る
荷
物
は
だ
い
た

い
信
州
と
か
新
潟
か
ら
く
る
も
の
で
す
。
鬼

怒
川
を
上
る
と
宇
都
宮
の
近
く
ま
で
船
が
行

き
ま
す
。
す
る
と
奥
州
か
ら
の
荷
物
が
入
っ

て
く
る
。
仙
台
藩
の
米
は
太
平
洋
を
南
下
し

て
銚
子
港
に
入
り
ま
す
。
銚
子
港
で
高
瀬
船

に
積
み
換
え
ま
す
。
そ
し
て
江
戸
に
入
っ
て

く
る
。
仙
台
藩
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盛

岡
藩
の
米
も
北
上
川
を
下
り
、
河
口
の
石
巻

　
い
し
の
ま
き

で
海
の
船
に
積
み
替
え
て
銚
子
に
着
く
。
北

関
東
や
東
日
本
の
物
資
が
全
部
こ
の
コ
ー
ス

を
た
ど
っ
て
入
っ
て
く
る
の
で
す
。

幕
府
の
経
済
統
制

こ
の
時
期
の
経
済
の
基
本
は
、
米こ
め

遣づ
か

い
経

済
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
米
で
す
。
米
の
値
段

の
上
が
り
下
が
り
は
重
大
な
関
心
事
で
す
。

今
で
言
え
ば
株
と
金
と
同
じ
。
幕
府
に
と
っ

て
は
重
要
な
基
本
政
策
で
す
。
そ
の
た
め
ど

れ
だ
け
江
戸
に
米
が
入
っ
て
く
る
か
、
来
な

い
か
が
重
要
で
す
。
そ
れ
を
ど
こ
で
調
節
す

る
の
が
良
い
か
？
こ
こ
中
川
で
す
。
川
か
ら

入
っ
て
く
る
物
資
を
こ
こ
で
全
部
チ
ェ
ッ
ク

す
る
。
江
戸
の
米
の
値
段
を
下
げ
よ
う
と
思

っ
た
ら
多
く
通
す
。
値
段
を
上
げ
よ
う
と
思

っ
た
ら
こ
こ
で
止
め
る
。
そ
う
し
た
経
済
統

制
を
や
る
。
そ
れ
が
こ
こ
と
江
戸
湾
入
口
の

浦
賀
。
で
す
か
ら
こ
こ
を
通
る
荷
物
に
は
い

た
っ
て
や
か
ま
し
い
。
特
に
や
か
ま
し
い
の

が
米
と
酒
で
す
。
酒
は
ご
存
知
の
よ
う
に
お

米
で
造
り
ま
す
か
ら
ね
。
米
の
商
品
化
と
い

う
問
題
に
は
酒
が
一
番
絡
ん
で
い
ま
す
。
で

す
か
ら
幕
府
は
全
国
に
対
し
て
酒
の
統
制
を

始
め
ま
す
。
酒
を
造
れ
と
か
造
る
な
と
か
。

そ
の
結
果
も
確
か
め
た
い
。
こ
う
し
た
基
礎

的
な
経
済
政
策
の
デ
ー
タ
を
中
川
番
所
と
浦

賀
番
所
で
集
め
る
の
で
す
。

中
川
番
所
の
特
色

も
う
ひ
と
つ
、
中
川
番
所
だ
け
の
特
色
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
女
性
を
通
さ
な
い
。
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他
の
関
所
も
女
性
に
は
や
か
ま
し
い
の
で
す

が
、
き
ち
ん
と
し
た
関
所
手
形
を
持
っ
て
い

れ
ば
通
す
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
中
川
番

所
だ
け
は
ど
ん
な
偉
い
人
が
発
行
し
た
証
明

書
で
も
通
さ
な
い
。
そ
れ
が
も
う
ひ
と
つ
の

特
色
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

建
前
で
、
人
の
出
入
に
は
非
常
に
緩ゆ
る

い
。
本

当
は
手
形
を
調
べ
る
の
で
す
が
、
船
の
中
か

ら
「
通
り
ま
す
」
と
声
が
か
か
る
と
「
お
う
」

と
言
っ
て
通
す
と
い
う
具
合
。
そ
う
い
う
こ

と
を
詠
ん
だ
川
柳
が

　
せ
ん
り
ゅ
う
　

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
、

そ
の
位
い
い
加
減
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

実
際
の
例
を
見
て
み
ま
す
と
、
元
禄
１３
年

（
１
７
０
０
）、
上
野
東
叡
山
寛
永
寺
が
普ふ

請し
ん

さ
れ
て
立
派
な
お
寺
が
出
来
ま
し
た
。
特
に

許
す
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
で
も
見
物
し
て

よ
ろ
し
い
と
い
う
お
触
れ
が
出
ま
し
た
。
そ

こ
で
下
総
（
千
葉
県
）
か
ら
も
行
っ
て
み
た

い
と
い
う
女
性
が
多
数
で
て
き
ま
し
た
。
行

徳
（
市
川
市
）
か
ら
船
に
乗
っ
た
の
は
い
い

の
で
す
が
、
中
川
番
所
を
ど
う
す
る
か
。
番

所
手
前
の
船
堀
（
江
戸
川
区
）
で
岸
に
上
が

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
こ
か
ら
小
松
川

（
江
戸
川
区
）
の
方
へ
行
き
、
番
所
の
後
ろ
を

歩
い
て
通
る
。
船
は
番
所
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ

で
待
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
ま
た
船
に
乗
っ

て
小
網
町
（
中
央
区
）
へ
。
こ
う
す
る
と
叱

ら
れ
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
、
船
橋
（
船
橋
市
）

か
ら
船
に
乗
り
築
地
つ
き
じ

（
中
央
区
）
に
海
上
を

行
く
。
こ
れ
も
中
川
番
所
を
通
ら
な
い
で
行

く
手
で
す
ね
。
内
海
は
静
か
で
す
か
ら
、
川

み
た
い
な
も
の
で
す
。
帰
り
も
同
じ
よ
う
に

船
に
乗
っ
て
帰
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
下
総

の
女
性
が
グ
ル
ー
プ
で
出
掛
け
た
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
（『
椿
新
田
記
』）。

寛
政
３
年
（
１
７
９
１
）、
有
名
な
俳
人

小
林
一
茶
が
行
徳
か
ら
船
に
乗
っ
て
、
た
ま

た
ま
乗
り
合
わ
せ
て
知
り
合
っ
た
２
組
の
男

女
と
連
れ
立
っ
て
江
戸
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
い
よ
い
よ
中
川
番
所
に
近
く
な
る
。

乗
っ
て
い
る
２
人
の
女
性
は
通
れ
な
い
で
す

ね
。
船
頭
が
番
所
の
手
前
で
船
を
岸
に
着
け

て
、
女
性
を
下
ろ
し
、
番
所
の
裏
を
ズ
ー
ッ

と
歩
い
て
い
く
よ
う
に
教
え
る
。
そ
し
て
一

茶
と
２
人
の
男
性
は
船
の
ま
ま
通
る
。
船
は

先
に
行
っ
て
待
っ
て
い
て
歩
い
て
き
た
女
性

を
乗
せ
る
。
こ
れ
を
見
た
一
茶
は
、
こ
う
い

う
句
を
作
り
ま
し
た
。「
茨ば
ら

の
花
、
爰こ
こ

を
ま
た

げ
と
咲さ
き

に
け
り
」。
番
所
の
後
ろ
の
藪
を
抜
け

る
た
め
に
、
女
性
は
裾
を
端
折
っ
て
歩
い
た
。

お
そ
ら
く
、
下
の
赤
い
お
こ
し
を
出
し
て
歩

い
た
と
思
い
ま
す
。
女
性
の
白
い
足
と
下
に

咲
く
荊
棘
ば

ら

の
花
が
非
常
に
印
象
に
残
る
の
で

す
が
、
皆
様
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
一
茶
は

言
い
ま
す
。「
誠
に
今
は
良
い
世
の
中
だ
。
重

箱
（
方
な
る
器
）
を
擂す
り

粉
木
こ

ぎ

（
丸
木
）
で
洗

う
が
如
し
」
と
（『
寛
政
三
年
紀
行
』）。
ど
う

も
実
際
に
は
番
人
が
知
ら
な
か
っ
た
と
は
思

え
な
い
で
す
ね
。
後
ろ
を
通
っ
て
い
る
の
を

知
っ
て
い
た
と
思
う
の
で
す
。「
俺
は
前
し
か

見
て
な
い
ぞ
。」
資
料
館
の
中
に
作
ら
れ
た
番

人
も
前
し
か
見
て
い
な
い
。
後
ろ
は
壁
で
す

か
ら
用
は
な
い
。
旅
人
の
取
り
締
ま
り
に
至

っ
て
ル
ー
ズ
。
こ
れ
が
中
川
番
所
の
特
徴
で

す
。私

が
４０
年
来
の
房
総
の
農
村
史
料
調
査
を

や
っ
て
お
り
ま
し
て
見
付
け
た
中
川
番
所
の

関
所
手
形
が
ご
ざ
い
ま
す
（
写
真
参
照
）。

寄
合
よ
り
あ
い

肝
煎
き
も
い
り

の
旗
本
は
た
も
と

藪
益
や
ぶ
ま
す

次
郎
じ
ろ
う

の
家
来
大
野

平
助
が
書
い
た
文
書
で
す
。
宛
先
が
中
川
御

番
所
で
は
な
く
て
「
中
川
御
関
所
」
と
書
い

て
あ
る
。
こ
の
内
容
は
、
私
の
主
人
の
藪
益

次
郎
の
領
地
で
あ
る
下
総
国
香
取
郡
大
寺
村

（
八
日
市
場
市
）
の
名
主
を
務
め
て
い
る
良
太

郎
を
、
藪
の
江
戸
屋
敷
四
番
町
（
千
代
田
区
）

に
用
が
あ
る
か
ら
呼
び
付
け
た
が
、
本
人
を

村
に
帰
す
の
で
、
中
川
関
所
を
通
る
か
ら
ひ

と
つ
よ
ろ
し
く
通
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
と
い
う

時
期
に
し
て
は
や
か
ま
し
い
よ
う
に
見
え
ま

す
。
実
は
手
形
は
な
く
て
も
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
大
野
平
助
の
判
が
押
し
て
あ
る
と

い
う
こ
と
は
原
本
で
す
。
ふ
つ
う
現
物
は
ど

こ
に
残
る
か
、
そ
れ
は
中
川
番
所
で
す
。
そ

れ
が
名
主
の
家
に
残
っ
て
い
た
。
と
い
う
こ

と
は
、
出
さ
な
か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、

実
は
手
形
は
無
く
て
も
通
れ
た
。
出
さ
な
か

っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
を
皆
様
に
お
目
に
か
け

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
う
い
う
事
情
で

百
何
年
振
り
か
の
め
ぐ
り
合
せ
と
な
り
、
皆

様
が
実
物
の
コ
ピ
ー
を
手
に
と
っ
て
見
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も

今
日
は
記
念
日
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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中川番所関所手形
（八日市場市個人所蔵）

　
　
一
札
の
事 

一
、
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
人 

右
は
、
益
次
郎
知
行
所
下
総
国
香
取
郡
大 

寺
村
名
主
良
太
郎
と
申
す
も
の
に
御
座
候
、 

用
事
こ
れ
有
り
、
江
戸
表
四
番
町
屋
敷
へ 

罷
り
出
で
候
、
右
、
村
方
へ
差
し
戻
し
申 

し
候
、
其 

御
関
所
相
違
な
く
お
通
し
下
さ
る
べ
く
候
、 

後
日
の
為
、
仍
っ
て
件
の
如
し 

　
　
慶
応
四
　
年
二
月 

　
　
　
　
　
　
　
　  

寄
合
肝
煎 

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

藪
益
次
郎
家
来 

　
　
　
　
　
　
　
　  

大
野
平
助 

　
中
川 

　
　
御
関
所 

　
　
　
　
御
番
衆
中 

い
っ
さ
つ 

ひ
と
つ 

ご 

ざ
そ
う
ろ
う 

ま
か 

そ
の 

よ 

く
だ
ん 

印 

辰 

（読み下し文）
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文
化
４
年
（
１
８
０
７
）
８
月
１９
日
。

こ
の
日
は
、
深
川
八
幡
宮
の
祭
礼
が
１２
年

ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
産う
ぶ

子こ

の
町
々
か

ら
は
山
車
だ

し

・
練ね
り

物も
の

が
出
て
、
江
戸
近
在
か
ら

多
く
の
見
物
人
が
深
川
へ
押
し
か
け
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
日
は
一
橋
家
の
船
が
通
る

た
め
、
永
代
橋
は
一
時
通
行
止
め
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
昼
四よ
つ

時ど
き

（
午
前
１０
時
）
こ
ろ
、

通
行
止
め
が
よ
う
や
く
解
除
さ
れ
る
と
、
待

ち
に
待
っ
た
群
衆
が
我
先
と
橋
を
駈
け
渡
り

は
じ
め
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
、
突
如
、

永
代
橋
が
崩
壊
し
た
の
で
す
。
橋
上
の
群
衆

は
川
の
中
へ
と
な
だ
れ
落
ち
、
さ
ら
に
、
事

故
を
知
ら
な
い
後
方
の
人
々
が
押
し
進
ん
だ

こ
と
で
、
多
く
の
男
女
が
続
々
と
水
中
へ
押

し
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
故
の
犠
牲
者

は
二
、
三
千
人
に
も
達
し
た
と
い
い
、
稀
代

の
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人
々
の
供
養
塔

が
行
徳
の

　
ぎ
ょ
う
と
く
　

海
巌
山
徳
願
寺
に
あ
り
ま
す
。
塔

身
正
面
に
は
「
薦
文
化
四
丁
卯
年
八
月
十
九

日
永
代
橋
溺
死
精
霊
頓
悟
覚
道
之
也
」
と
刻

ま
れ
、
基
礎
正
面
に
は
日
本
橋
の
成
田
山
講

で
あ
る
「
日
本
橋
講
中
」
の
刻
銘
、
背
面
に

は
塔
を
建
て
た
講
中
の
人
々
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
供
養
塔
は
門
前
の
寺
町
通
り
沿
い
に

建
ち
、
文
化
１０
年
、
十
方
庵
と
い
う
僧
の
紀

行
文
で
あ
る
『
遊
歴
雑
記
』
に
も
「
門
外
に
、

過
し
文
化
初
年
八
月
十
九
日
深
川
八
幡
祭
礼

の
節
、
永
代
橋
崩
れ
落
て
溺
死
せ
し
も
の
ゝ

為
に
、
見
上
る
ば
か
り
の
石
碑
を
建
た
り
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

永
代
橋
崩
落
事
故
の
供
養
塔
は
両
国

　
り
ょ
う
ご
く

回え

向こ
う

院い
ん

（
塔
は
現
存
せ
ず
）
と
深
川
海
福
寺
に
も

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
海
福
寺
は
目
黒

区
に
所
在
し
、
供
養
塔
（
都
指
定
有
形
文
化

財
）
も
同
寺
内
に
あ
り
ま
す
。

楽
し
い
は
ず
の
祭
礼
が
刹
那
に
悲
劇
と
な

っ
た
惨
事
を
物
語
る
悲
し
い
石
塔
で
す
。

浄
土
宗
　
海
巌
山
徳
願
寺

住
　
所
　
千
葉
県
市
川
市
本
行
徳
５
―
２２

交
　
通
　
東
西
線
妙
典
駅
下
車
徒
歩
５
分

■
編
　
集
　
後
　
記
■

旧
大
石
家
住
宅
の
庭
で
見
つ
け
た
セ
ミ
の

抜
け
殻
で
す
。
セ
ミ
は
土
中
に
７
・
８
年
間

い
ま
す
の
で
ち
ょ
う

ど
大
石
家
が
移
築
さ

れ
た
こ
ろ
に
誕
生
し

た
セ
ミ
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
今
年

の
夏
は
あ
ま
り
に
短

い
も
の
で
し
た
。

写
真
は
、
星
一
徹
が
ひ
っ
く
り
返
す
シ

ー
ン
で
有
名
な
「
ち
ゃ
ぶ
台
」
で
す
。
東

砂
６
の
大
石
忠
一
さ
ん
に
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
４
本
の
脚
は
た
た
む
こ
と

が
で
き
、
部
屋
の
隅
に
収
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
本
に
は
も
と
も
と
、
家
族
が
食
卓
を

囲
む
と
い
う
習
慣
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
箱
膳
な
ど
を
用
い
て
、
家
長

か
ら
順
番
に
並
ん
で
ご
飯
を
食
べ
て
い
た

わ
け
で
す
。
そ
れ
が
明
治
の
文
明
開
化
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
な
ど
に
よ
り
、
西
洋

の
食
習
慣
が
輸
入
さ
れ
て
き
た
な
か
で
、

椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を
日
本
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
の
が
ち
ゃ
ぶ
台
だ
っ
た
の
で
す
。
全

国
に
広
ま
っ
た
の
は
昭
和
に
入
っ
て
か
ら

小
さ

く
て

か
わ

い
ら

し
い

ち
ゃ

ぶ
台

は
、

最
近

で
は

ア
ン

テ
ィ
ー
ク
家
具
と
し
て
人
気
が
高
い
よ
う

で
す
が
、
写
真
の
ち
ゃ
ぶ
台
は
現
在
も
旧

大
石
家
住
宅
の
友
の
会
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

永代橋危難（『永代橋危難記』江東区教育委員会所蔵）

行徳にある永代橋供養塔
コ
コ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た 

コ
コ
に
も
歴
史
が
あ
っ
た 

で
す
。


